
 

 

  

ププロロググララムム・・ママネネーージジャャーー（（PPMM））のの育育成成・・活活躍躍推推進進ププロロググララムム  
 

科学技術振興機構（JST）は、イノベーションの可能性に富んだ挑戦的な研究開発プログラムを

プロデュースするプログラム・マネージャー（PM）に必要とされる能力を育成し、活躍を推進

することを目的とした研修を行っています。 

 

★★JJSSTT がが育育成成をを目目指指すすププロロググララムム・・ママネネーージジャャーーととはは  

・優れた研究成果や技術の異分野融合により、経済・社会へ大きな革新をもたらすことを 

目標とした、挑戦的な研究開発プログラムを企画・立案できる人 

・組織の枠を超えて優れた研究者や技術者と協働し、複数のプロジェクトを束ねて 

実行・管理ができる人  

★★特特色色  

・第 1 ステージは、バラエティー豊かな講義／演習を無料で受講できます。 

・第 2 ステージは、JST から交付される予算を活用し、マネジメントの実践経験ができます。 

・第一線で活躍するメンターの助言を受けながら、プログラムの提案・実施が行えます。 

・研修生同士や第一線で活躍する講師をはじめ、産学官の異業種交流、人脈形成ができます。 

★★研研修修生生公公募募ススケケジジュューールル  

公募期間：平成 30 年 4 月２４日（火）～6 月５日（火） 

選    考：平成 30 年 6 月（書類）／7 月下旬～８月中旬（面接） 

結果通知：平成 30 年 8 月下旬～９月上旬 

研修開始：平成 30 年 10 月１２日（金）午後 

応募要件：企業等で新製品や新事業の企画または研究開発に従事した経験を有する人 

     大学・研究機関等で、研究開発活動に従事した経験を有する人 

     大学・研究機関等で、URA もしくは同等の業務に従事した経験を有する人 

     ファンディング機関等で、研究開発プログラムを担当した経験を有する人 

※ 詳しくは http://pm-jinzai.jst.go.jp/ をご覧ください 

 



 

★★研研修修のの概概要要  

（１） 第 1 ステージ（20 名程度） 

   下記の力を育成するため、演習をふんだんに取り入れた講義を受講します。 

受講修了後、研究開発プログラム等の構想を自ら提案します。 

・ 社会のニーズを把握する力    ・プログラムを推進する力 

・ 新たな価値を創造する力     ・プログラムを管理する力 
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（２）第 2 ステージ（第１ステージ研修生から 7 名程度を選抜） 

     第１ステージで提案した構想の一部を、JST が交付する予算を活用し（上限 500 万円程

度）、そのマネジメントを実際に行います。さらに、当機構内外で実施されているプログ

ラムにおいて、マネジメントを実際に体験する機会の提供を予定しています。 

※研修生の所属機関と JST との間で委託契約を締結し、実施経費を交付します。 

      ※第 1 ステージのみの参加も可能です。 

★★研研修修生生内内訳訳  

 企業 大学 研究機関 JST など 計  ( )は女性 

平成 27 年度 7 6 6 8 27(7) 

平成 28 年度 6 5 7 4 22(3) 

平成 29 年度 9 4 5 2 20(3) 

下記の応募が多いですが、幅広く応募を受け付けております。 

企業     ：研究開発部門、企画戦略部門、新規事業開発部門 など 

大学、研究機関：研究者、研究支援部門 など 

 

【お問い合わせ】国立研究開発法人科学技術振興機構 イノベーション人材育成室公募担当 

Email：innov-jinzai@jst.go.jp  Tel：03-5214-8446 

（平成 30 年４月作成） 


